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ています。」（椋木氏）
　積極的な活動推進のために、
細かな目標を設置。そのうちの
1 つが食品ロスの削減で、『2026
年12月までに廃棄物（生ゴミ袋）
重量20%カット』を目指してい
く。このゴールに向けて 3 月末
まで取り組んでいたのが、現時

点での廃棄量の基準値のチェッ
クだ。昨年末から計測をスター
トし、残飯を秤に乗せて、何名
の披露宴でどれくらいの量を廃
棄したのかを、データ化するこ
とから着手した。
　「そもそも現時点でどれくら

いの廃棄があるのかを把握でき
ておらず、その数値を得るとこ
ろから開始。3 年以内に20％の
削減目標を掲げていますが、こ
の数字は達成可能な目標なの
か、基準値がなければ判断でき
ません。高すぎるゴールという
ことであれば目標値を変えるな
ど、今後データを基に検証して
いきます。」（椋木氏）
　フードロスの問題はキッチン
だけでなく、プランナーの理解
も欠かせない。ウエディングの
場合は列席者数が事前に分かる

ことから、仕入れの段階でのロ
スはほぼなし。着手すべきは調
理後の廃棄で、どうしても量が
増えやすいのはデザートビュッ
フェだ。特に、演出の多いパー
ティーで時間が押してしまう
と、フードロスが増えるという
結果になる。そのためには披露
宴の進行を見直すなど、プラン
ナーのスキルアップも欠かせな
くなってくる。

月に1度のレポートも
　SDGsに対する取り組みへの
意識を高めるために、今後は月
に 1 度『SDGsレポート』を広報
部からホームページにアップす
る。第 1 弾の 3 月は、『地道にコ
ツコツと！ゴミの計量』と題し、
残飯の量を計測する様子を写真
とともに紹介。スタッフ一人ひ
とりがSDGsを推進する当事者
であることを、レポートを通じ
て伝えている。

　また、ウエディングの際に切
り落とした肉の部分を、レスト
ランの煮込みメニューに使うな
どの取り組みにも着手。『つかう
責任』という観点から、生産者
が手塩にかけて育てた食材を、
あますことなく使用している。
　生ゴミの廃棄だけでなく、デ
ジタル名刺を活用し、今後は紙
の利用も抑えていく。
　「今年末までに、会社全体で紙
の名刺使用率を、30％以下にす
る目標です。ビジネスの場であ
れば名刺は必要不可欠かと思い
ますが、この対象は主にプラン
ナーの名刺を想定。SNSなどの
ツールを介してプランナーとカ
ップルがやり取りすることも増
えており、それであれば紙の名
刺を渡す必要もないのではとの
考えです。」（椋木氏）

リモートワークも推進
　ジェンダー平等や働きがいの
向上にも積極的に取り組んでい
る。女性管理職（マネージャー
クラス以上）は、昨年時点で
31.6%。今後もこの数字を継続維
持し、性別にかかわらず活躍で
きる環境を用意する。
　また、男性の育休取得も推進
していく。2023年は対象男女と
もに全員取得しており、採用活
動などを主な目的とした自社の
YouTubeチャンネル『Workers 
Studio by クレ・ドゥ・レーブ』
で、実際に育休を取得した男性
の様子も紹介した。その情報を
LINE WORKSでも共有し、ス
タッフへの認知に繋げている。
　「こうした事例は制度として
通達するよりも、社内SNSの中
で紹介する方が、スタッフも取
得のイメージがしやすいので
は。システムの利用などを通じ
て、年末までにはデスクワーク

（キッチン以外）は100％リモー
トを目指しており、働きやすさ
と働きがいの充実を目指してい
きます。」（椋木氏）

『事務局』を社内に設置
　SDGsの取り組みに積極的な
姿勢を見せているのが、クレ・
ドゥ・レーブ（神戸市中央区）
だ。サステナブルな経営を支援
する日本ノハム協会の指示のも
と、昨年夏に『SDGs事務局』を
社内に設置。17のゴールに基づ
く目標値や達成時期などをホー
ムページで大々的に公開してい
る。事務局長を務めるのは、同
社取締役の椋木玲氏。
　「結婚式というのは食材や働
くスタッフなど、全てが整った
状態で初めてプロデュースでき
るもの。今後もカップルにウエ
ディングを提供していくことを
考えた際、持続可能な社会に本
気で向き合っていく必要性を感
じました。熱帯雨林の保護団体
に寄付をするなど、単発的な取
り組みは各施設でこれまでも実
施してきましたが、企業として
もっと本腰を入れて取り組むべ
きだと。事務局を設けた後、今
年に入って本格的にスタートし
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ブライダル業界において
も、SDGsの取り組みが進
んでいる。そもそもウエデ
ィングは華やかな世界であ
る一方、何をすべきかを各
社考察。教育やジェンダー
平等、つかう責任など17あ
るゴールの中で、できるこ
とからスタートしている印
象だ。今号ではSDGsの達
成目標に繋がる各企業の取
り組みを紹介。持続可能な
社会を今後どう創っていく
のか、ブライダル企業なら
ではの取り組みや事例をピ
ックアップする。
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▲�女性管理職・男性の育休取得などによって働きがいの向上も目指す

取締役

椋木 玲氏

クレ・ドゥ・レーブ

▲�レストランで食材を活用するなどフードロス削減に会社全体で取り組む

男性の育児休暇取得事例も男性の育児休暇取得事例も
YouTubeを通じて紹介するYouTubeを通じて紹介する
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てなし力、チームワーク力、
TPTらしさ。プランニング力と
は、新郎新婦のやりたいこと、
会場として出来ることをしっか
り把握しながら、2人に合った
方法で提案をして、当日形にで
きたかどうか。
　投票の結果、最優秀ウエディ
ングプランナーには橋本佳奈さ
んが輝いた。3名のファイナリ
ストには、それぞれのイメージ
合わせた花束も贈られた。

　アワードの開催にあたり、
TPTの婚礼支配人牧野倫太郎
氏が挨拶に立った。
　「TPTは、開業して12年目を
迎えました。OWAの第 1回目
の開催は、2017年 3 月です。結婚
式は打合せで沢山のコミュニケ
ーションを重ね新郎新婦と関係
性を構築し、長い期間を経て最
高の一日を演出しているにも関
わらず、それを知ってもらう場
がどこにもありませんでした。
共に働く仲間が最高に輝く場を
用意したいという想いで、アワ
ードを開催するようになりまし
た。開業から今まで5282組の新
郎新婦を手伝ってきましたが、
5000分の 1 ではなく、1分の 1
として関わるという想いを掲げ
ているTPTのプランナーだか
らこそのプレゼンを、是非聞い
てもらえましたら。」
　アワードは、3名のファイナ
リストがプレゼンを実施。来場
者の投票によって、最優秀ウエ
ディングプランナーを決定。投
票は 4つの評価項目を基準に審
査した。プランニング力、おも

　サービスキャプテンとして働い
ていた橋本さん。会場見学、打合
せを行い、当日はキャプテンとし
て対応するトータルコーディネー
ターでもある。お母さんが他界し、
離縁していたお父さんとは長年連
絡もなかった新郎に、ジャケット
セレモニーを説得。また父が他界
している新婦には、写真の父と母
の 3人でバージンロードを歩く提
案をした。

　石川さんは、見学時のプランナ
ーが退職した後、衣裳の持込み料
などで 9ヵ月前にクレームを伝え
てきた新郎新婦を担当。新郎の家
族はブラジルにいて、参列も難し
い。また新婦の父親は 3日前にコ
ロナに感染し出席できなくなった
中でも、新婦の希望であったシン
デレラのガラスの靴を履くセレモ
ニーなどを実現していった。

　2020年に一家ダイニングに入社
し、博多劇場で勤めていた髙橋さ
ん。2021年12月にTPTへの異動を
言われ、様々な不安の中プランナ
ーの仕事をスタート。リニューア
ル後に担当した新郎新婦は、髙橋
さんを担当として指名。サプライ
ズプロポーズ、特別メニューを提
案するなど、新規から当日をサポ
ートできる喜びをプレゼンした。

The Place of Tokyo（東京都港区 以下TPT）は3月12
日、自社のプランニング力を競うコンテスト【おもてなし
ウェディングアワード（OWA）】開催した。今年で6回目
を迎えるコンテスト。同社のプランナー12名がエントリ
ー。その中から社内審査で選ばれた3名のプランナーが全
社員、パートナー企業、ゲストなど合計160名の参加者に
向けてプレゼンを実施した。グランプリには、ウェディン
グプランナーの橋本佳奈さんが輝いた。
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▲ 12名のプランナーがエントリー

ウェディングプランナー

橋本佳奈さん

ウェディングプランナー

石川　舞さん

ウェディングプランナー

髙橋愛美さん

トータルで対応トータルで対応

シンデレラを演出シンデレラを演出

特別メニュー特別メニュー

ブライダル産業フェア2024
来場事前登録スタート！！

QRコードを使った入場システムとなります。左記のQRから必要事項を入力頂き、会期当
日は発行されたQRをスマホやタブレット等に表示いただくか、QRをプリントした用紙を
ご持参ください。ビジネス展示会ですので、あわせて名刺もご用意ください。

登録はコチラ
↓↓↓
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150−0012
東京都渋谷区広尾1丁目3−18広尾オフィスビル11階

公式ホームページ
◀ 問い合わせフォーム

全クラスタが愛する
共感をビジュアル化

株式会社アンドディファレンス
TEL:03(6683)6297

インスタグラム
◀ 事例紹介

#新クラスタ対策

#没入ショートドラマ

#花嫁ときめき新定義

#おもてなし価格

新クラスタ×Instagram
ウェビナー開催

2 0 2 4 年 4 月 ４ 日 ・ 1 2 日 ・ 2 2 日
1 2 : 0 0 〜 1 3 : 0 0

申し込み↓
info@and-difference.co.jp

入場無料♪


